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■ パソコン接続マニュアルに みいて 

本マニュアルでは、 F -02 A ^ データ通信をずる際に必要な事項についての説明をはじ 
め、 CD - ROM 內の rFOMAiifpBB ファイル J 「ドコモコネクションマネージャ J のイ 
ンス Iル方法などを説明してス《^まず。 

お使いの環境によつては操作手 lilt ♦画面び 一部異なる場合びありまず。 _ , 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お劇ホ、パケット通信、巨 4 K データ通信とデー 
夕お送 （ OBEX ™ 通信）に分類されまず。 

•パソコンと接続してパケット通信や 64K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD-ROM からソフトのインスI-ールや各種設定を行ラ必要びあります。 

•海がでパケット通信を行ラ場合は、 IP 接続で行ってください （PPP 接続ではパケット通信できません)。また、 
海外では巨 4K データ通信は利用できません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA の musea や si 呂 mari 日 nHI と接続してデータ通信び行えます。ただし、 musea をご利巧の場合は 
アップデートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ドコモのホームページをご覧ください。 


データ転送 （ OBEX ^ 信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間でを受信します。 
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X]詳しくは、 『F-03A 取扱説明書 J の「データ管理」章をご覧ください。 
詳しくは、 『F-02A 取扱説明書』の「パソコン接続」章をご覧ください。 


パケット通信 


FOMA 端末とパソコンなどを US 巨ケーブルで接続し、各種設定を行ラことで利巧でをます。 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的かないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していても、データの送受信を行っていないとをには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なときにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス m 叩 era U など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイントを利用 
して、受信最大 S.SVIbps、 送信最大 384kbps の高速パケット通信びでをます。通信環境や混雑状況の影響に 
より通信速度び変化するベストエフオート方式による提巧です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ド（例：アプ U ケーション、音楽、動画、曰 S またはウイ 
ルス巧策ソフトのアップデート）など、データ量のをい通信を行った場含には通信料び高額になりますのでご注 
意ください。 

X FOM 冉 A イスピードエ U アがや HGH-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとを、または 
ドコモの PDA の musea やsigma「ion^IなどHにH-SPEEDに巧応していない機器をご利用の場合は、送受 
信ともに最大 3841<1dps での接続になります。 

X受信最大 3.6Mbps、 送信最大 384kbps とは技術規格上の最大値であり、実際の通信速度をおすちのではあ 
りません。実際の通信速度は、ネットワークの混み具台や通信環境により異なります。 
































64 K データ通信 


F 曰 MA 端末とパソコンなどを US 目ケーブルで接続し、各種設定を行ラことで利用でをます。 

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量のをい送受信を行ラ場台に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス m 叩 era U など、 FOMA 日 4 K データ通信に対応したアクセスポイント、ま 
たは ISDN 同期白41<のアクセスポイントを利用して、データを送受信できます。 

長時間通信を行った場台には通信料び高額になりますのでご注意ください。 



^動作環境 


データ通信を利巧するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。パソコンのシステム構成により異なる場 
含びあります。 


項目 

お要環境 

パソコン本体 

US 巨ポート （ US 巨仕様]. 1/2.0 に準撇を持つ PC / AT 互換機 
ディスプレイ解儘度80 0 X 目00ドット 、 High Colorl 日ビット ULt を推奨 

0S (き日本語版）* 

Windows 20日日 、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ 

Windows 2000 :己 4 V 1 日じ(上 Windows XP :1 28 M 巨た(上 

Windows Vista :巳 12 M 巨じ(上 

A— ドディスク 容量ぶ 

已 MB な上の空を容量 


》ドコモコネクションマネージャび動作する推奨環境は次のとおりです。 

0 S : Windows 2000 SP 4 ULb、Windows XP SP 2\ ii ± (詳細については、ドコモのホームぺージをご 
覧< ださい） 

ノ V — ドディスク容量：]日1\/1日政上の空を容量 

• QS をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

•動作環境によってはご使用になれない場合びあります。また、上記の動作環境じ I がでのご使用について、当社 
では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューび動作する推奨環境は Microsoft Internet Explored . Olii 降 （Windows XP の場合は 、 Microsoft 
Internet Explorer 已.日降）です。 CD - ROM をセットしてもメニューび表おされない場含は;欠の手順で操作 
してください。 

① Windows Vista のとき：© (スタート）一「すべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」 一「ファイル名を指 
定して実行」を順にク U ック 

Windows XP . Windows 2000のとき：「スタート」一「ファイルを指定して実斤」を順にクリック 
感「名制に次のように入力して rOKJ をクリック 
< CD - R 0 M ドライプ名> : index.html 

《 CD - ROM ドライプ名はお使いのパソコンによって異なります。 

• CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面び表おされる場をびあります。この警告は 、 Internet Explorer 
のセキュ U ティの設定によって表おされますび、使用には問題ありません。「はい」をク U ックしてください。 
《お使いのパソコンの環境により異なる場台びあります。 
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必要な機器 


F 曰 MA 端末とパソコン切列に、次の機器び必要でず。 

- FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル01/日2 (別売）または FOMA USB 接続ケープル（別売) 
-付属の CD - ROM 「 F - 日2冉用 CD - ROM 」 

X パソコン用の US 巨ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため利用できません。 

X US 日 HUB を使用すると、正常に動作しない場合びあります。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 


パソコンでインターネットを利用する場合、通萬ご利巧になるインターネットサービスプ□バイダ （ Lii 降プ□バ 
イダ）の利用料び必要です。この利巧料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにおま化いいただ 
さまず。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U がご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料びかかるプランちご利用いた 
だけます。 F 曰1\/1冉端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 


接続巧（プ□バイダなど) 


パケット通信と641<データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとをはパケット通信対応の接続 
先、 64 K データ通信を行うときは F 0 M 冉 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご利用くださ 
し、。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

• mopera のサービス内容および接続設定方法については、 mopera のホームページをご覧<ださい。 
http :// www . mopera . net / mopera / inclex.html 


ユーザー認証 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場台がありまず。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで ID とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されまず。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い 
をねせください。 


パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証 


パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーザ証明書）び必要な場合は、付属の CD-ROM 
から RrstPass P 巳ソフトをインス I -- ルし、設定してください。詳細は付属の CD - ROM 内の『簡易操作マニュ 
アル』をご覧ください。 


パケット通信および 64 K データ通信の条件 


日本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび F 0 M 冉パケット通信に対応していること 
- 64 K データ通信の場合、接続先び FOMA 巨 4 K データ通信、またはに DN 同期巨 4 K に対応していること 
X 上記の条件び整っていてを、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりずるとをは通信でをない場を 
びお0ます。 
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データ拓送（〇巳 EXTM 通信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設 
定ファイルをインス I -ールしてください。 



データ通信の準備の流れ 


パケット通信および 64 K データ通信を利巧ずる場合の準備について説明しまず。 



》ドコモコネクションマネージャの設定については、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご 
覧< ださい。 


4 









FOMA 通信設定ファイル 


US 日ケープルでパソコンと接続してパケット通信または巨 4 K データ通信を行う場合は、 FOMA 通信設定フアイ 
ルをインス I -ールずる必要びあ0ます。 


ドコモコネクションマネージャ 


付属の CD - ROM からドコモコネクションマネージャをパソコンにインストールすると、パケット通信または 
64 K データ通信を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作できます。 


インストール/アンインストール前のま意点 


•操作を始める前に他のフ□グラムび動作中でないことを確認し、動作中のプ□グラムびある場含は終了して< 
ださい。 

义 ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプ□グラムも終了します。 

例：タスクバーに表示されているアイコンをちク U ックし、「閉じる」または「終了」をク U ックします。 

• FOM 冉通信設定ファイルやドコモコネクションマネージャのインス I -ール/アンインス I -ールを行ラ場合は、 
必ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってください。それし^(がのユープーで行ラとエラーになる場 
合びあります 。 Windows Vista の場合、「ユーザーアカウント制御」画面び表示されたときは、「許可」または 
「続行」をクリックするか、パスワードを入力してのに」をク U ックしてください。パソコンの管理者権限の 
設定操作については、各パソコン^一力やマイク□ソフト社にお問い合わせ<ださい。 

•パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


パソコンと FOMA 端末を接続ずる 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続して<ださい。 

•初めてパソコンに接続する場含は、あらかじめ F 日 M 冉通信設定ファイルをインストールしてください。巨 


USB ケーブルで接続ずる 


• FOMA 充電機能付 US 日接続ケーブル 0] /日2は別売りです。 

•本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 US 巨接続ケープル01での場をを例に説明しています。 

] USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
2 USB ケーブルのパソコン側のコネクタをパソコンの USB ポートに差し这む 

• F 0 M 冉通信設定ファイルのインス!-ール前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルび差し込まれ 
たことを自動的に認識してドライバび要求されます。この場含は FOMA 端末を取りがして、表示され 
た画面で「キャンセル」をク U ックして終了してください。 
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取りがしかた 


USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを巧し（①)、 FOMA 端末か6引き巧 
く（③） 


UU —スボタン 



2 パソコンか SUSB ケーブルを取りがず 

お知らせ- 

- FOMA 端モから USB ケーブルをおさ差しずる際は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラにミ主意してください。 
取りがすときは、必ず UU —スボタンを巧しなびら水平に引きおいてください。無理に引き拖こラとすると故障の原因 
となります。 

-データ通信中に US 巨ケーブルを取り外さないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となり 
ます。 


FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


FOMA 端末とパソコンを USB ケーブルで接続してデータ通信を行う場含は、 FOMA 通信設定ファ 
イルが必要でず。使用ずるパソコンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、あ5かじめインストー 
ルしておさまず。 


^ OMA 通信設定ファイルをインス!^ールずる 


•操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前のを意点」をご覧ください。一 P 已 
♦操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例 〉 Windows Vista にインス!ルずるとき 


1 CD - ROM をパソコンにセット 
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2 「データリンクソフト-各種設定ソフト」一 「FOMA 通信設定ファイル （USB ド 
ライパ‘)」の「インストール」を順にクリックし、表示されるウインドウか5 
rF02Ast.exe」 アイコンをダブルクリック 



3 「インス!ル開始」をクリック 
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FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッセージが表示された5、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 


FOMA F02A Installer 

FOMA F02A の ■! 紙 DW も FOMA USB 括.巧ケーブルで"ソコンに巧巧してくださ lA 


キャンかレI 


FOMA 端末は電源び入つた状態で接綿してくださ 
し、。 


5 インス! -- ル完了画面で roK」 をクリック 



続いてドコモコネクションマネージャをインストールし、データ通信の設定を行います。「ドコモコネ 
クションマネージャをインス!-ールする」の操作3からインストールを続けてください。一 P 13 
• ドコモコネクションマネージャについては、「ドコモコネクションマネージャを利用する」をご覧く 
ださい。一 P 10 















































FOMA 通信設定ファイルを確認する 


• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場を、設定および通信はできません。 

〈例> Windows Vista で確認ずるとき 

I ® (スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デ 
バイスマネージャ」を順にクリック 

■ Windows XP のとさ 

① r スタート」一「コント□—ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」一「システム」を順 
にク U ック 

感「システムのプ□パティ J 画面で 「 M — ドウエア」タブをクリックー「デバイスマネージャ」をク 
リック 

■ Windows 吕〇00のとき 

①「スタート」をクリックー「設定」かち「コント□—ルパネル」をクリックー「システム J アイコ 
ンをダブルクリック 

感 r システムのプ□パティ J 画面で 「 M — ドウエア」タブをクリックー r デバイスマネージャ」をク 
リック 

9 各デバイスの種類をダブルクリックー次のデバイス名が登録されていることを確 
認 



• デバイスの種類とデバイス名はなのとおりです。 
表示される順番は曰 S により異なります。 

-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 02 A Command Port ( COK / lx ) 《• 
FOMA F 02 A OBEX Port ( COMx ) & 

-モデム ： FOMA F 02 A 

-ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラまたは 
USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ： 
FOMA F 02 A 

はパソコンの環境によ0、異なった数字び表 
示されます。 
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FOMA 通信設定ファイルをアンインス I ルずる 


•操作する前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 

♦操作する前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例> Windows Vista でアンインス!ルずるとき 

I ©(スタート）一「コント□ールパネル」一「プ□グラムのアンインス!ル」 
を順にクリック 

■ Windows XP のとき 

「スタート J 一「コント□—ルパネル J 一「プ□グラムの追加と削除」を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

「スタート J をクリックー「設定」 から 「コント□—ルパネル J をクリックー「アプリケーシヨンの追 
加と削除」アイコンをダブルクリック 

9 「FOMA F 日 2 A USB 」 を選択して「アンインス! -- ルと変更 」 （Windows XP 、 
A Windows 2000の場合は「変更と削除」）をクリック 

3 「FOMA F 02 A Uninstaller 」 と表示されていることを確認して「はい」をク 
ー リック 

アンインス I -ールを開始します。 



4 アンインス!ル中画面の表示後に roK 」 をクリック 

お知らせ- 

•削除画面で 「 F 日 MA F 02 A US 日」が表示されていないときは、再度 「 F 日 MA 通信設定ファイルをインストールする」 
の操作を行った後に、アンインストールを行ってください。 - P 6 
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ドコモコネクションマネージャを巧用する 


ここでは、従量接続用ドコモコネクションマネージャのインストール方法について説明しまず。 



ンマネージャ 


ドコモコネクションマネージャは、従量制プランでデータ通信を行ラためのソフトウてアです。 

ド コモ コネクションマネージャを利巧ずると 、 mopera U への 申し込みや、 FOMA 端末とパソコンを接続して 
データ通信を行ラための設定び簡単に行えまず。 

料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確認することわでをます。 



初期設定では表示されません。 

詳しくはドコモコネクションマネージャの 
ヘルプをご覧 < ださい。 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


• FOM 冉端末を使ってインターネットに接続するには、サービスおよびデータ通信に巧応したインターネットサー 
ビスプ□バイダ （ moperaU など）のご契約が必要です。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧<ださい。 

お知らせ- 

•パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン n — ド（例：アプ U ケーシヨン、音篡動 
画、日 S またはウイルス対策ソフトのアップデート）など、データ量の多い通信を巧った場合には通信料が高額になり 
ますのでご注意<ださい。 

パケット定額ヴービスのパケ-ホーダイ、パケ-ホーダイフル、パケ-ホーダイダブル、团 Z - ホーダイ、团 Z ■ ホー 
ダイダブルでは、パソコンに接続した場合のデータ通信などは定額対象外となりますのでご注意ください。 

-定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プランのインターネットヴービスプ□バイダにご契 
約いただく必要びあります。詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 

-定額データプランを利用する場合は、「定額データプラン接続ソフト」を必ずご利用ください。 r 定額データプラン接続 
ソフト」は、ドコモのホームページよりダウン □- ドできます。 

• mopera の接続設定方まについては、 mopera のホームぺージをご覧くださし、。 
http://www.mQpera.net/mopera/support/inclex.html 



ンマネージャをインス 


、ールずる前に 


ドコモコネクションマネージャをインス!-ールずる前に;欠の事項を確認し、必要に応じてソフトの設定変更や 
アンインス I ルを行ってください。 

• FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ヶープル01/02 (別売）または FOMA USB 接続ヶーブル（別売） 
を用意して < ださい。 

♦サービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認してください。 

• ドコモコネクションマネージャがの接続ソフトびインス!-ールされている場合は、必要に応じて自動的に 
起動しないよラに設定を蜜要してください。一 P 11 「ドコモコネクションマネージャしツ外の接続ソフトのご 
利用について」 
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■ Windows XP、Windows 吕〇00のとき 

「スタート J をクリックー「ずべてのプ□グラム J ( Windows 吕〇00の場合は「プ□グラム」）を選択 
一 rinternet ExplorerJ をクリック 

r ツール」一「インターネットオプション」を順にクリック 
「接続」タブをクリック^「ダイヤルしない」を選択 



^Internet Explorer の設定を姿更する I 

• ドコモコネクションマネージャをインストールする前に、あらかじめ Internet Explorer の「インターネット 
オプション」で、接続の設定を「ダイヤルしない」に設定してください。 

〈例> Windows Vista で変更ずるとき 

I ©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 rinternet ExplorerJ を順にク 
リック 


4 「0 K 」 をク U ック 


ドコモコネクションマネージャ L ツがの接続ソフトのご利用について 


ドコモコネクションマネージャには;欠のソフトと同じ機能び搭載されておりますので、同時にご利用いただく 
必要はありません。必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインス!-ールを巧ってください。 

• mopera U かんたんスタート 
• U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA バイトカウンタ 

また、ドコモコネクションマネージャで Mzone 〔公衆無線 LAN 接続）を利巧ずる場台は、次の公衆お線 LAN 接 
続ソフトはアンインス!-ールを斤ってください。なお、同時にインス!-ールした場台、ドコモコネクションマ 
ネージャでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティフ□グラム 


2 3 
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ンマネージャをインストールずる 


• FOMA 通信設定ファイルのインス!-ール完了時に、ドコモコネクションマネージャをインストールするため 
の画面び表おされた場合は、「インストール」をク U ックして操作3から始めます。 

♦既に FOM 冉通信設定ファイルびインス!-ールされている場合は、操作1から始めます。 

〈例 〉 Windows Vista にインス!ルずるとき 

1 CD - ROM をパソコンにセット 



2 「インターネット接続」一 r 本 CD - ROM か5の FOMA データ通信の設定方法」の 
操作③にある「インストール」を順にクリック 

• セキュ U テイの警告画面び表示された場合は、「実行」をク U ックします。 



• Windows XP で MSXML 6 ‘Wireless LAN 冉 PI のインス I -ールの確認画面び表おされた場合は 「 Install 」 
をク U ックし 、 MSXMLS - Wireless LAN API をインス I -- ルします。 MSXML 巨 - Wireless LAN API 


のインス! -- ル完了猿、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネクションマネージヤのインス 
トールび始まります。 
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3 「巧へ」をクリック 



4 ミ主意事項を確認して「次へ」をクリック 



C ソフトウェア使用許諾契約の内容を確認して、契約内容に同意ずる場合は「使用 
許諾契約のを項に同意しまず」を還択し、 r 夕へ」をクリック 
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6 インス!ル巧のフオルダを確認して「巧へ」をクリック 



T 「インス!ル」をクリック 

インス I -ールび始まります。 



Q rinstaNShield ウイザードを完了しました」画面び表示された S 院了」をク 

W リック 

ドコモコネクションマネージャのインストールび完了します。 



おがらせ- 

-インストールには数分かかる場合があります。 

- Windows を再超動する旨の六ッセージび表示された場合は、画面の指示に従い再起動してください。 
-データ通信中にインストールを行わないでください。 
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ンマネージャで通信を設定ずる 


•操作する前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを醒認してくださし、。 


〈例> Windows Vista で設定ずるとき 

I ® (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「NTT DOCOMO 」 一「ドコモコ 
I ネクションマネージャ」一「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリック 

■ Windows XP、Windows 2000のとき 

「スタート J をクリックー r ずべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は「プ□グラム」）一 [NTT 
D0C0M0J 一「ドコモコネクションマネージャ」を順に選択して一「ドコモコネクションマネー 
ジャ J をクリック 

ドコモコネクションマネージャび起動します。 

初回起動時には、自動的に設定ウィヴードび表示されます。 

2 設定ウィザードに従って通信の設定をずる 

A インターネットに接続してデータ通信を行うための設定を行います。 

設定後にドコモコネクションマネージャを利用して、通信を実行することびでさまず。 

詳しくは、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』をご覧ください。 



お知らせ- 

-インターネットブラウザやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。通信をご利用にならない場合は、 
必ずドコモコネクションマネージャの「切断する」ボタンで通信を切断してください。 

-日 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動のにソフトウエアび更新され、パケット通信料が高額と 
なる場合びございますのでごま意ください。 



接続/切断ボタン 
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ドコモコネクションマネージャを巧用しない通信を設定する 

ドコモコネクションマネージャを利用しないで、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について 
説明しまず。 

•パケット通信で mopera U など hHGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場含は、ドコモコネクショ 
ンマネージャを利用して設定してくださレ。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ^ド4 



》パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび泌、要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている 「 A イパーターミナル」を使った設定方まを説 
明しまず 。 Windows Vista は 「 A イパーターミナル」に対応していません 。 Windows Vista の場合'は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い）。 


接続先 （ APN ) を設定ずる 


接続巧 （ APN ) と登録番号 （ cid ) 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid ) 1〜10に設定でをます。お買い上げ時、 cid の 
1には m 叩 era に接続するための APNrmopera . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための冉 PNrnnopera . net 」 
び登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 dd 2 または4〜10に APN を登録します。 
•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続巧の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

APN 

柜手の電話番号 


♦登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続ま号となります。 
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接続巧 （ APN ) を設定する 


〈例> Windows XP で設定するとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド已 

9 「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 20日0の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ノバパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力一 roKj をクリック 


巧しい巧巧 

る前を入力し、アイコンを进んでください： 


る前(曲 


区供 

アイコン巧： 


因尋讀吗咳圖ろ劫 


J I キサンむレ 


• 「名前」に次の記号（半角文字）は使巧でさません。 

¥/:*?<> I " 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（の」など）を入力^ r 接続方法」が 
「 F 0 MAF 02 A 」 に設定されていることを確認一 「 OK 」 をクリック 



r 市が局番」はパソコンの環境によ0異なります。 
接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


5 「接続」画面で「キャンセル」をクリック 
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6 接続巧 （ APN ) を 「 AT + CGDCONT = く cid > ，"く PDP _ TYPE >"，" く APN >"」 
W のお式で入力^回 

< cid > : 2または4〜10の範囲で任意の番号 

<PDP_TYPE> : IP または PPP 
<APN> :接続先 （ APN ) 



AT + CGDC 0 NT =2，.. PPP "，.. ABC " 


• + C 日 DCONT コマンドー P 4 曰 「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ATE 1 と入力し、回を押します。 


7 「 OK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 



巧しい巧倚(が 
肺り)'- 
上吾きはなを） 

るおを巧けてな存迫)… 


ABC .. 

ぺ-ジ i さをの... 

印巧 1 (£)... 

ブ□パティ旧） 

ハイバ~ターミナルの巧了 W A い F 4 




g 切断の確認で「はい」をクリックー保巧の確認で「いいえ」をクリック 


発信者ま号の通知/非通知を設定ずる 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知ずる際には十分にご注意ください。 

♦ mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続できません。 


〈例> Windows XP で設定するとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続ち法 — P 已 

9 「スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場 S ま 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に還択して 「 A イパーターミナ 
ル」をクリック 
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「名前」に接続巧名など任意の名前を入力一 「0K」 をクリック 


も 扣しい巧院 


るおを入力し、アイ]ンモ涅んでく巧さい： 
る敵か 


アイコン巧： 


I 尋急吗咳曝巧键 


〕 I キャンむレ] 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:ホ？く> 1’ 


「電話番号」に実在しない電話番号（の」など）を入力^ r 接続方法」が 
rFOMA F02AJ に設定されていることを確認一 「OK」 をクリック 


を 


宅話番号の任巧を入力してくださけ 


国/地がをを但)：[|本ほ 1) 
巿外局當(む 区3 




を話まちを〉： 
枯続ホ法邮 


IFOMA F02A 




] I キャンヒル 


r 市が局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、 
蜜更不要です。 


「接続」画面で「キャンセル」をクリック 

発信を番号の通知/非通知を rAT*DGP 旧=く n>」 のお式で入力一回 


<n> 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
]扫4を付けて接続（非通知） 

] 86を付けて接続（通知） 


フ7イルのお実(りま示がぶ言のおさの W 口お） 
D ぷ ， S 近苗窗 


コマンドを入力してを画面に表おされない場を 
は、 ATE 1 と入力し、回を巧します。 


AT*DGPIR=0 


3 


4 


5 6 
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パソコンと FOMA 端末を接続 

接続ち法 — P 已 

©(スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 
r 接続またはネットワークをセツトアップしまず」をクリック 



7 roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー 「A イパー 
夕ーミナルの終了」をクリック 


お実のをモ W ぶ言 &) おさのヘルプ妇） 

巧しい巧倚(が 
巧くり X - 
上吾きはなを） 

るおを巧けてな存迫)… 




ぺ-ジ試をの... 

印剧を)... 

ブ□パティ(芭 

ハイバ~$-ミナルの巧了 W A い F 4 





8 切断の確認で「はい」をクリックー巧巧の確認で「いいえ」をクリック 
ダイヤルアップネットワークでの通知/巧通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続化のを号に 18 巨（通知） /184 (非通知）を付けられます。 

♦ * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場をの発信者番号の通知/が 
通知は次のとおりです。 


ホ DG 円 R コマンド 
ダイヤルアップネッド〜'''による設定 
ワークの設定 （< cid 〉=3 の場合） 

設定なし 

非通知 

通知 

ホ99ホホホ3# 

通知 

非通知 

通知 

] 扫 4ホ99ホホホ3# 

非通知 

] 86ホ99ホホホ3# 

通知 


Windows Vis ねでダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定する 


1 2 3 
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4 「ダイヤルアップ接続をセットアップしまず」を還択して「;欠へ」をクリック 



(〇やネヴトつ-クに^ 




つイでレス > か ^■つーク l こ手 l ^で^ ia レ ^T 

。ミ S 示の ネ 》卜つ-クに**.また I 壬 f ... レてごニフマ--ミ.=ましまず. 

fc つイロレスアドホック（コンピュータ巧 §) ネヴ h つーク《»正し ST 
fc . —イ インターネット awE * 巧>す see . こ c ッ KPw ブレまず. 



M に SM!。； す 

■のレ7ヴ7または VPN)«« を t ヴト7ッブレます. 



■ 「どのモデムを使いまずか？」画面が表示されたとき 
[FOMA F02AJ をクリック 


5 


r ダイヤルアップの電話を号」に接続巧の電話を号（パケット通信の場合は 
「*99* * *< cid>#」） を半角で入力一「ユーザー名」を入力一 r パスワード」 
を入力一 r 接続名」を入力して「接続」をクリック 

< cid > : P 17 「接続先 （ APN ) を設定する」で登歸した cid 番号 


〇> やダイ■のレアッフ^を C ヴトアツフレま子 




• m 叩 era U または mopera へ 接続する場含は次の 
よラに入力しまず。 


イン9-ネかトサービスブ□バイダ（I巧） OflWSASkST 



□ /〇つードの S 宇立 S 示 T®(S) 
B こ胁口つ-ドを記田する (R) 


がおか 


9 巳巧の人がこの*«5«うこと SH 司 TS(*) 

こめプブシヨ>によつて，こ®コシビユータにアウ它スザ B るすべてめ人がこの iSg を巧を 
舌よ5にな0ます. 



接続先 

パケツ S 通信 

色 4 K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 


• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
• r 接続名」の先頭に.（半角文宇のピリオド）は使 
用でをません。また、なの記号（半角文字）は使 
用でをません。 

¥/:*?<> I 


6 接続中の画面で「スキップ」をクリック 

t • ここではずぐに接続せずに、設をだけを行いまず。 


7 「インターネット接続テストに失敗しました」画面で「接続をセットアップしま 
ず」をクリック 


8 「閉じる」をクリック 
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©(スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 

作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 

r を般」タブのさ項目の設定をお認 


曲 FOMA のプ□パテイ 


国 



パソコンに複数のモデムび接続されている場合 
は、 r 接続の方法」で「モデムー FOMA F 02 A 」 
のみを選おしまず。 

選択したモデム政がはが選択 （□) にしてくだ 
さい。 

r 接続の方法」に表示されたモデムに割り当てら 
れる COM ポート番号は、お使いのパソコンの環 
境により異なります。 

「ダイヤル情報を使う」を非選択（巧）にしまず。 


「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定 



「インターネットフ□トコルバージョン6 ( TCP / 
口 v 6)」 をが選択 （□) にします。 

フ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場含は、「インターネットフ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し「プロ 
パティ」をク U ックして、各種情報を設定してく 
ださレ。 

プ□バイダなどから「日 oS パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示びある場合 
は、必要に応じて選択/非選択を設定してくださ 
し、。 


「オプション」タブをクリックー 「 PPP 設定」をクリック 
ずべての項目を非選択 (□) に設定一 「0K」 をクリック 


PPP をち 

曰！ ■ CP 做 R をほう(口 
曰のトゥ I 刊こよる圧補を巧う ( N ) 

りをーリンウ巧橘に巧してマルチりシクを本:!シ I - 卜する ( M ) 


画 


0K 


] r か如レ1 


TCP/iP7n トコルを設定する 


12 3 


4 


5 6 


roKj をク U ック 

通信を実巧ずる 一 P 31 
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Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


パソコンと FOMA 端末を接続 

接続ちま — P 已 


r スタート」をクリックー「すべてのプ□グラム」 
を順に還択して「ネットワーク接続」をクリック 


「アクセサリ」 

「ネットワークタスク」の「新しい接続を作成ずる」をクリック 


r 通信」 


乃イルの ** の表示な） e«cA りがツ-ルの韵の定(出 AJ 口げ ち 

一 3 巧 S 方回* ァドレス®吊本 y 巧-5—百な防 

LAN まを凸亩3インター 


y RW'tsB る fEts する 
ウ * —ム/小泌 S か：! ■««■：> 卜 
— ヮ-ゥ巧9卜 7 ., ナ朽 
* Windows つ7イア〇ホ—化® IS 
—ち tsa 巧 


パさ巧. 


l-iKD トラプルシューティ 


盤 

卜盤巧 エリ了 


r 新しい接続ウイザードの開さ台」画面で「次へ」をクリック 
r インターネットに接続ずる」を選択してじ夕へ」をクリック 


をイントネク化かが： 

イントネかじ»«し Web S 巧〇ズしだ!を W- 化 S 巧んのでそます， 

〇««めネ，トワ-ウへ a がるめ） 

^巧^^ッの-51巧ィャルァけ口 VPN ち(拥して)^し自ミや則の巧巧から任5ができる J; 


〇黄*■措泛ちわ卜わブす&の 

州7ル.パラレル.巧は巧み I わトトち«用し巧 I 肋むわ-巧； a 括枯 K けす。か田 DID 
む一9 口拉め]ンむ -$ から巧巧でお■がに14：す。 


[ <お巧）IIか •_ が> j Iみ•ン也I 


r 接続を手動でセットアップする」を選択して「次へ」をクリック 


ィントか卜のブすが g / is しています。 r ; 

イン 9- わ卜にどう巧巧しますが 

〇インターネ9トサ ー E スブ D " イ5 osp ) の一居ホら aw する吐） 

©苗《*羊れ巧，巧がずがめ 

9' イサル？クフ巧房 tjj . 乃:ウントをバスロード • e よ a EP の i 田*号げ<£«です•な# 
« ffl アカウントじは.ち话》ちふなかません • 


ObP か 6Stt? れ fe CD モ皮用ず 6(G) 


く 巧@ ][; か(が > 1 [ I 


接続巧を設定する 


12 3 


4 5 


6 
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r ダイヤルアップモデムを使用して接続ずる」を選択して「次へ」をクリック 



■ 「デバイスの選択」画面が表示されたとき 

「モデムー FOMA F02A」 のみを還択して「次へ J をクリック 


nsp 名」に任意の接続をを入力一「次へ」をクリック 



• nsp 名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
巧でさません。また、次の記号（半角文宇）は使 
用でをません。 

¥/:*?<> I " 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は「*99***く cid> 
#」）を半角で入力一「次へ」をクリック 

< cid > : P 17 「接続先 CAPN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• m 叩 era U または mopera へ 接続する場合は次の 


接続先 

パケツト通信 

色 4 K データ 通信 

mopera U 

ホ 99 ホホホ 3# 

*8701 

mopera 

ホ 99 ホホホ 1# 

*9601 


24 


































in 「ユーザー名」を入力一 r パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
V カーさ項目を画面例のようにずベて還択してじ夕へ」をクリック 



接続先び mopera U または mopera の場を、「ユー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でをかまいません。 


11 「新しい接続ウィザードの完了」画面で「完了」をクリック 

10 r (操作8で入力した旧 PS) へ接続」画面で設定内容を確認して「キャンセル」 
をク U ック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 

I TCP/IP プ□トコルを設定する 

I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク U ック 



2 「全般」タブの各項目の設定を確說 



• パソコンに複数のモデムび接続されている攝合 
は、「接続方法」で r モデム- FOK / I 冉 F 02 A 」 の 
みを選択します。 

• 選択したモデム政がは非選択 （□) にしてくだ 
さい。 

• r 接続方法」に表示されたモデムに割り当てられる 
COM ポート番哥ま、お使いのパソコンの環境によ 
り異なります。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 
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「ネットワーク」タブをクリック^各項目を画面例のょぅに設定 



「設定」をク U ック 

ずべての項目を非選択 （□) に設定一 



roK 」 をクリック 

通信を実行ずる一 P 31 


• 「この接続はなの項目を使用しまず」の r 日 os パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更できませんの 
で、そのままにしてください。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットフ□卜 
コル CTCP / IP ) 」を選択し「プ□パティ」をク 
U ックして、各種情報を設定してください。 


roK 」 をクリック 


Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定する 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド己 

2 「スタート」をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー r 新しい接続の作 
成」アイコンをダブルクリック 



■ 「所在地情報 J 画面び表示されたとを 

①怖外 局番/エリアコード」に市が局番を入力 一 roKj をクリック 
③ r 電話とモデムのオプション」画面で 「0 K 」 をクリック 


3 


4 5 


6 
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r ネットワークの接続ウィザードの開始」画面で「巧へ」をクリック 
r インターネットにダイヤルアップ接続ずる」を還択して「巧へ」をクリック 



r インターネット接続を手動で設定ずるか、または□-カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず」を還択して「夕へ」をクリック 



r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続しまず」を選択して「なへ」 
をク U ック 



■ 「モデムの還巧」画面が表示されたとき 

「 F 0 MAF 02 AJ を還択して「なへ」をクリック 


34 


5 


6 
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「電話番号」に接続巧の電話を号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力一「詳細設定」をクリック 

<cid> : P17 「接続先 （APN) を設定する」で登歸した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力しまず。 


接続先 

パケット通信 

色 4K データ通信 

mopera U 

ホ99ホホホ3# 

*8701 

mopera 

ホ99ホホホ1# 

*9601 


• r 市が局番とダイヤル情報を使ラ」を非選択（|~) 
にします。 


8 


「接続」タブのさ項目を画面例のように設定 


国]!^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ ぶ 

括巧 I ァドレス 1 



0K I 幸サン垃レ」 


9 


「アドレス」タブをクリックーさ項目を設定 



巧括でドレス I 


「IP アドレス- 

«• すジ护:’ネろド’ザこぞズブ’日/■打すだよぎ目’货巧ウ当でを! i 

r 巧(こほ巧す捐8宝地)： 

の。'!スか I 


-BP による DNS (ドイイン ネームサー ピリアドレスの自めをり当て - 

巧 KP I こよる DNS < がイシネ - ムサ-ピリアドレスの自助到口当て姐 
r 巧 ( こ巧用す捐 8 宝<む 

-1’ 巧 DNS サ -/ 卜 ® I 


• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは、各種情報を設定してくだ 
さし、。 

• 接続先び mopera U または mopera の場含は、設 
定を変更しなくてもかまいません。 


0K 


10 roKj をクリック 
11 「次へ」をクリック 
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12 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一じ夕へ」をクリック 

• 接続先び mopera U または mopera の場を、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
「次へ」をク U ックし、入力されていないことを確 
認する画面が表示されたら、「はし'！」をクリックし 
ます。 


13 「接続名」に任意の接続名を入力^「次へ」をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半ち文字のピ U オド）は使 
巧でさません。 


]/| 「いいえ」を還択して「巧へ」をクリック 



15 「完了」をクリック 
TCP / IP 7 D トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを還択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク IJ ック 




ステ,ブ2;イントわ卜巧ウントの□ヴオシ 》• 


靴激纖掛-谨も-奮淵お; M 繳累驗だ-， 
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「全般」タブのさ項目の設定を®認 



• パソコンに複数のモデムび接続されている場をは、 
「接続の方法」で「モデムー FOM 冉 F02A」 のみを 
選択します。 

• 選択したモデム政州まが選お (□) にしてくださ 
い。 

• r 接続の方法」に表おされたモデムに割り当てられ 
る COM ポート番号は、お使いのパソコンの環境に 
より異なりまず。 

• モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目び 
初期化されますので、わラー度接続先電話番号を 
入力してください。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （ I ) にします。 



3 


「ネットワーク」タブをクリックー各項目を画面例のように設定 


4 「設定」をク U ック 

5 ずべての項目を非還択（广）に設定一 roKj をクリック 



も roKj をク U ック 

M 通信をま行ずる一 P31 
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通信を実行ずる 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例> Windows XP で実行するとを 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド已 

9 「スタート」をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 

を順に選択して「ネットワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリッ 
ク 

■ Windows 吕〇00のとき 

「スタート J をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリック^接続アイコンをダプルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一 r 接続先」を順にクリックー接続巧を選巧して「接続」をクリック 

3 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「ダイヤル」をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でわかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」 
の保存をした場を、入力は不要です。 

• 接続完了画面び表おされた攝合は rOKJ をク U ッ 
クして < ださい。 


FOMA へな度 r? I® 



おがらは- 

•F 日 MA 端ホには、パケット通信を実行すると発信中画面が、 64K データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 

バケツト通信中 


パケット通信のとさ 

•パソコンに表おされる通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 

-通信を実行する場合、接続アイコン作成時の F 日 MA 端末を接続した場合のみ有効です。 




日 4K データ通信のとさ 
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r 通信を切断する _ I 

パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 

〈例> Windows XP で通信を切断ずるとき 

] タスクトレイのづ！をクリックー「切断」をクリック 

■ Windows Vista のとき 

タスクトレイの恐をちクリック^「切断」を選択して切断ずる接続巧をクリック 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の备機能を設定ずるためのコマンド（命を）でず 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
まず。 


AT コマンドについて 


rAT コマンドの 入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭にお、ず 「AT」 を付けて、半角英数きで入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで mopera U に接続ずるとき 

ATD ホ99來來 *3 冉回 

I U 夕ーンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続<パラメータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から回を巧 
した直前までの文字のことで、 「AT」 を含む最大3己巨文字入力でさます。 


AT コマンドの入カモード 


AT コマンドで F 曰 M 冉端末を操作する場合は、パソコンをター S ナルモードにしてください。ター S ナルモード 
とは、パソコンを1台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター S ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

•オフラインモード 

F 日 MA 端末び待受の状態でず。通常 AT コマンドで FOM 冉端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとをに冉 T コマンドを入力すると、送られてをた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとさ 

FOM 冉端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り曾えるには、次の方法びありま 
ず。 

• 十 "H ■コマンドまたは S2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「AT&D1」 に設定されているときに、 RS-232C ※の EFM 言号を OFF にします。 

《 US 巨インタフェースにより、 RS-232C の信号線びエミュレートされていますので、通信アプ U ケーシヨ 
ンによる RS-232C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り曽えるには、 「AT 日回」と入力します。 


お知らせ- 

-外部機器から発信- AT コマンド発信を行った場合、 2inl がデュアルモードまたは A モード時は A ナンバー、 B モード 
時は B ナンノ（一で発信します。 
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• F 0 MAF 02 A (モデム）で使用でをる AT コマンドでず。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力しても「\」と表おされる場合びあります。 

• F 日 MA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉/ 

直前に実行したコマンドを再実巧しまず。 

冉/ 

0 K 

直自 ij の化、岩か1ヒ KKUK 」 の塌 S ■な1ヒ KKUK 」 を返しまず。 

AT 

A /、+++ W 外のコマンドの先頭にがけて、本一覧のコマンドを巧用しまず。本コマンドのみで 
使用ずると， FOM 冉端末が冉 T コマンドを使用できる状態のときに rOK 」 を返しまず。 

AT 回 

OK 

ATA 

ミ Vtv 卜着信および 64 K データ還信の着信時に入力ずると1着信処理を巧いまず。 

ノ t ケット着信中には次のコマンドが入力できまず。 

冉 T 冉184 :発信を番号通おなし着信動作 冉 T 冉186 :発信ち番号通巧あり着信動作 

RIN 6 

ATA 回 

CONNECT 

冉 TD 

ATD キ99キキ *< cid ># :パケット通信の発信処理を巧いまず。 

く cid > またはキ * *< cid > を省略ずると < cid > 二1しなりまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を巧いまず。 

電話番号に次の义字 W 外を入力すると発信できません。 

〇〜9、 * '冉， A 、 a 、 B 、 b 、 C、C 

また、ホので字と空白は入力できまずが、ダイヤル時には詔請されません。 

,，し-、@、 D , d 、 P 、 D 、 T 、 t 、 W、W 

ATD の後に186または184を挿入し.発信を番号の通巧/非通巧を指定できまず。 

冉 TDN または冉 TDL でリダイトル発信ができまず。 

冉 TD キ 9 目ホ*ホ1# g 

CONNECT 460800 

ATE く n > 

パソコンから送信されたコマンドに巧して， FOMA 端末がエコーを返寸か設定しまず。 
n 二日：エコーバックなし n 二1:エコーバックあリ（お買い上げ時） 

通常は ri =1 で使用しまず。パソコンにエコー機能がある場合， n =0 に設定ずるとで字が二重に 
表示されな < なリまず。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

還信中に人力ずると1回撼を切断しまず。 

オンフインコマンドモードで実行してください。一 P 33 

ATH 回 

NO C 冉 R 网 ER 

ATI < n > 

確認コードを表おしまず。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種さを表 

n 二2 : FOMA 端末のバージョンを表示 n 二3 : ACMP 信号の要素を表示 

n 二4 : F 日 MA 端末で通信可能な撒能の詳細を数值で表示 

冉 Tl 日回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻しまず。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n > 

リザルトコードを表示寸るか設定しまず。 
n 二日：表で（お買い上げ時） n 二1:表 W しない 

冉 TQ 1 を実巧した場合は roK 」 を返しません。 

AT 日日囚 

OK 

ATS 0=< n > 

FOMA 端末が自動着信ずるまでの巧化回数を設定しまず。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ持） n =1 〜255 :指定したリング数で自動着信 

冉 TS 0? :現在の設走を表示 

ATSO 二日回 

OK 

冉 TS 2 二く n > 

エスケープキャラクタの設定を行いまず。 

n =0~127 〔お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープはお娜こなりまず。 

冉 TS 2? :現在の設定を表示 

冉 TS 2 二 4 3 巨] 

OK 

ATS 3 二く n > 

コマンドで字列の最褚を認識ずる復帰 CCR ) キャラクタの設定を巧いまず。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に巧きまず。 
n =13 (固定値） 

冉 TS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3 二 13 0 

OK 

ATS 仁く n > 

改行 CL 円キャラク女の設をを行いまず。巧で字でリザルトコードを表示ずる場合、復掃 CCR ) 
キャフクタの後し巧きます。 
n 二1日個定値） 

冉 TS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4 二 1 日 巨] 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5 二く n > 

バックスぺース CBS ) キャラクタの設走を行いまず。コマンド入力中にこのキャラクタを检化 
すると、入カバッファの最禮のキャフクタを削除しまず。 
n =8 (固定値） 

冉 TS 日？：現在の設走を表示 

ATS 5=8 回 

OK 

冉 TS 6 二く n > 

ダイ中ルするまでのポーズ時聞 C 秒）を設定できまずが1動作しません。 
n 二2〜1日（お買い上げ時 n 二 5) 

冉 TS 色？：現在の設定を表示 

ATS 6=5 回 

OK 

ATS 8 二く n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ骑聞 C 秒）を設定できまずが1動作しません。 
n 二日〜255 C お買い上げ時 n 二 3) 

冉 TS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8 二3回 

0 K 

ATS 1 日二く n > -》1 

自動切断の遅延日き聞 （1/1 日秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =1~255 (お買い上げ時 n =1) 

冉 TS 10? :現在の設定を表示 

冉 TS 1 日二1回 

0 K 

ATS 3 日二く n > 

目 4 K デー女通信時1データの送受信がない場合に切断ずるまでの時園（分）を設をしまず。 
n =0 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

冉 TS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30 二0巨] 

0 K 

ATS 1 日3二 < n > 

目 4 K デー女遇信で，着サブアドレスをなけて凳信ずる場合の区切りを設ちしまず。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

冉 TS 1 日3?:現在の設定を表示 

冉 TS 1 日3二1回 

0 K 

ATS 1 日4二 < n > 

目 4 K データ還信で1発サブアドレスを付けて発信ずる場合の区切りを設ちしまず。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

冉 TS 104? :現在の設定を表示 

ATS 104 二1回 

0 K 

ATV < n > &1 

リザルトコードの表示方法を設走しまず。 

n =0 :数字表71^ n = l :英文字表71^ (お買い上げ時） 

冉 TV 0 を実行した場合は、同じ巧に「0」を返しまず。 

ATV 1 回 

0 K 

ATX < n > 

ビジートーン、ダイヤル!'ーンの横化を行ラかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表示ずる 
かを設定します。 

ビジートーンお出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーン検出： FOMA 端ホに接続されているか判定 

n =0 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n 二1:ビジー!ン横化なし、ダイトル!ン横化なし、速度表示あり 

n 二2:ビジー!ン横化なし、ダイわル!ン横化あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n 二4:ビジー!ン横化あり、ダイわル!ン横化あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n 二日に設定ずると、 AT & E および冉下¥\/コマンドがお効になりまず。 

ATX 4 回 

0 K 

ATZ 》3 

FOMA 端末の冉 T コマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットしまず。 

通信中に実行寸ると、回線を切断 CrNO CARRIER ] を表 zrO してか6リセットしまず。 

ATZ 囚 

0 K (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT%V 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C く n > 

DTE への回路 CD CDCD ) 信号の動作条件を詰をしまず。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ持） 

n 二日に設ちずる場合は，接続完了骑の 「 CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を ON じします。 
回路が切断され、 「 N 日 CAR 网 ER 」 を送出ずる直前に CD 信号を OFF にしまず。 

AT & C 1 回 

OK 

AT & D く n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON から OFF に蛮 
わったときの動作を設定しまず。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなす） 

n =1 : ON か 60 FF じ変わるとオンラインコマンドモードに移行 
n 二2 : ON から日 FF に蛮わると回髓を切断しオフラインモードに巧巧 C お買い上げ時） 

AT & D 2 囚 

OK 

AT&E く n > -》i 

接編時の速度表示化様を設定しまず。 
n =0 :お線区茵通信速度を表 

n 二1:パソコンと FOMA 端ホ圍の通信速をを表示 C お買い上げ時） 

冉 T & E 1 回 

OK 

AT&F 

FOMA 端末の AT コマンド設ををお買い上げ時の状態に戻しまず。 

通信中に実行ずると、回線を切断 （ rN 日 CAR 网 ER 」 を表してか6民しまず。 

AT&F 回 

OK (オフライン骑） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S く n > 

DTE へ出力寸るデータセットレディ CDR ) 信号の制御を設定しまず。 
n 二日：常し ON C お買い上げ骑） n 二1:接続時し日 N 

冉 T & S 日回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録しまず。 

A 下 & W 回 

0 K 

冉 T ホ DANTE 

FOMA 端末の贵信レベルを r ホ DANTE :< か」のお式で表示しまず。 
n 二日：圏外 n 二1: F 日 M 冉端末の巧信レペルのアン了ナが〇または1本 

n 二2 : F 日 M 冉端末の受信レペルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 
冉 T ホ D 冉 NTE 二？：表示可能な値のリストを表示 

冉 T ホ D 冉 NTE 0 
ホ D 冉 NTE :3 

0 K 

AT キ DGANSM 二 < n > *2 

ノくケット着信呼に対ずる着信お否/許巧を設定しまず。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n = l :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

冉 T ホ DGANSM ? :現在の設定を表示 AT ^ DGANSM 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT ホ DG 冉 NSM 二日回 

0 K 

AT * DGAPL 二く n > [,< cid >] 

ぷ2 

ノ t ケット着信呼に対して着信を許可ずる接続先（冉 PN ) を設定しまず。冉 PN は + CeDCONT コ 
マンドで定義したく cid > を使用します。 

n 二日：着信許可リストに追祀 n 二1:着信許可リストから削除 

く cicl > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除しまず。 

く cicl > を省略した場合は、ずべての < cid > をリストに追加/削除しまず。 

冉 T キ DGAPL ? :現在の設をを表示 AT ^ DGAPL 二？：設定司■能な値のリストを表示 

AT キ DG 冉 PL 二日，1回 

OK 

AT * DeARL =< n >[，< cid >] 

夕2 

パケット着信呼に対して着信をお否ずる接続先 CAPN ) を設定しまず。冉 PN は + CeDCONT コ 
マンドで定義したく cid > をを巧します。 

n =0 :着信拒否リストし追祀 n =1 :着信拒否リストか6削除 

く cicl > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加/削除しまず。 

く cicl > を省略した場合は，すべての < cid > をリストに追如/削除しまず。 

冉 T キ DGARL ? :現在の設をを表示 冉 T * De 冉 RL 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DGARL 二日，1回 

OK 

AT キ DGP 旧二 < n > -》2 

ノケット通信確立日きに、発信を番号を通知ずるか設定しまず。発信骑、着信骑に有効でず。 
n =0 : APN しそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN し184を巧けて接続 

n 二2 : APN に186をなけて接編 

ダイ中ルアップネットワークでち通お/非通おを設定した場台 ^ P 2 日 
冉 T * De 円 R ? :現在の設をを表示 冉 T * DG 円 R 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T ホ DG 円 R 二日回 

OK 

AT*DRPW 

FOMA 端末が受信ずる電波の受信電力指標を表示しまず。 

冉 T キ DRPW 二？：表术司■能な信のリストを表 W 

AT ホ DRPW 回 
本 DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前還話料金を表示しまず。 

AT + C 冉 OC 回 
+ C 冉日 C : "000024" 

OK 

AT + C 巨 C 

FOM 冉端末の電池残量を r+CBC : < bcs >.< bcl > J のお式で表示しまず。 

bcs =0 :電池パックから電源の供給あリ bcs =1 :電池パックか6電源の供給なし 

bcs =2 :電地パックが敢りかされている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl 二0 :電池残量なしまたは電池パックが取り外されている bd 二1〜1日0 :電池残量あり 

冉 T + C 巨 C 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 C 回 

+ C 巨 C : 0.100 

OK 

AT+C 巨 ST 二く n >.1.0 

利用ずる回線を設定しまず C ペアラサービスの設定)。 

n =116 : 64 K データ通信〔お買い上げ時） n =134 : 64 K 了レビ電話 

冉 T + C 巨 ST ? :現在の設定を表示 AT + CSST 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT 十 C 巨 ST 二 11 目，1,0 y ] 

OK 

AT+C DIP 二く n > 

着サプアドレスの通巧の有無を設定しまず。また、マルチナンバーの契約状況を確認できまず。 
n =0 :サブアドレスを表71^しません。（お買い上げ時） n =1 :サブアドレスを表しまず。 

冉 T + CDIP ? :現在の設走を 「+ CDIP : く n >.< m >」 で表示しまず。 
m 二日：マルチナンパーホ契約 m 二1:マルチナンバー契約中 

冉 T + CDIP 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP 二日回 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しまず。 

切断理由一覧^ド3召 

AT+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT *2 

パケット通信の接麻先 CAPN ) を設定しまず。 - P 40 

一 P 40 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CGEQMIN 

ノケット通信確立時にネットワーク側か6通知される QoS (サービス患質）を許容ずるかの判 
定基準を設定しまず。 - P 40 

一 P 4 日 

AT+CGEQREQ が 

パケット還信の発信時にネットワークへ要求ずる QoS C サービス品質）を設をしまず。 -^ P 41 

一 P 41 

AT + C 6 MR 

FOMA 端ホのバージョンを表示しまず。 

AT+CGiVIR 回 
1234567890123456 

OK 

AT+CGREG 二な> 

ネットワーク登録が態を通おずるか設定しまず。适巧される内容は圏内/圏ホでず。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n 二1:圏内か6圏かまたは圏ホか6圏内へあ動時 「+ C 日 REG : < stat > J のお式で通な） 
stat 二日：圏外 stat 二1:圏内 stat 二4 :不明 

stat =5 :圏内（国際□—ミング中） 

冉 T + CGREG ? : r + CGRE 6 : < n >,< stat > J のお式で現在の設をと状態を表示 
冉 T + CGREG 二？；設定司■能な信のリストを表示 

AT + CGREG 二日回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端ホの製造番号を表おしまず。 

AT+CeSN 回 
に345678目日1234己 

OK 

AT+CLI 戶二 < n > 

64 K デー女通信の着信時に，柜手の発信番号をバソコンに表示ずるか設定しまず。 

n =0 :リザルトを表71^しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 W する 

冉 T + CUP ? : r+CLIP : < n >,< m > J のお式で現在の設ちとが態を表示 

m 二日：発信時に柜手に番号を通妬しない NW 設走 

m =1 :発信時に相手に番号を通化する NW 設定 m =2 :不明 

冉 T + CUP 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CUP 二0回 

OK 

AT + CUR 二く n > が 

目 4 K デー女遅信の発信時に，電話番号を相手に通妬ずるかどうかを設定しまず。 
n 二日：サービスご契約の設定に従う n 二1:通知しない 

n =2 :通知ずる（お買い上げ持） 

AT + CLIR ? : r+CLIR : < n >,< m >」 のおまで現在の設定とが態を表示 
m 二0 : CUR はま起動 C 常時通巧） m 二1: CUR は起動 C 常時非通巧） 

m 二2:不日月 m 二3 : CUR テンポラリーモード（非通知デフォルト） 

m =4 : CUR テンポラリーモード（通巧デフォルト） 

冉 T 牛 CUR 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT + CUR 二2回 

OK 

AT+CMEE 二く n > -》1 

FOMA 端ホのエラーレポートの有無を設定しまず。 
n 二日：リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表术（お買い上げ時） 
n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 
n =2: リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると ， 「+CME ERROR : XXXX 」 のお式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英义字が表示されます)。 - P 39 「エラーレポートー覧」 

冉 T + CMEE ? :現在の設をを表示 AT + CMEE 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT + CMEE 二0回 

OK 

AT+CNUM 

FOM 冉端末の自局電話番号を 「+CNUM : ，"< numbe が'. < typ い」のお式で表示しまず。 
number ;自局電話晋号 C 2 in 1 がデュアルモードまたは冉モード時は冉ナンバー、巨モード時は 
巨ナンバーを表示） 

tyDe =129 :国際アクセスコード+を含まない 
type 二14日：国隙アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 回 

十 CNUM ; ，"〇 90 XXXXXXXX ". 

129 

OK 

AT + COPS =< n 〉,2, く ODer > 

ぷ2 

接続ずる通信事業をの檢索方法を設定しまず。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n 二1し設をした場合は、 < oper > し PLMN Number を16進数で設ちします。 

冉 T + C 0 PS ? :現在の設をを表示 AT + C 日 PS 二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + COPS 二日巨] 

OK 

AT+CPAS 

F 日 M 冉端まがみ部槪器に AT コマンドを送受信できる状態か r + CPAS ：< n > J のお式で表示し 
まず。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

冉 T + CPAS 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT + CP 冉 S 回 
十 CPAS : 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+C 円 N 二''くがが， 
"< newDin >" 

円 Ml / 円 N 2コードサ PIN □、ソク阐除コードの入力が必要な場合に入力しまず。円 N □ック解除 
コードの入力が必要な場合は、 < newpin > に新しい PIN 1/ PIN 2 コードを入力しまず。 Pll \ n / 
円 M 2 コードの入力が要求されているときに < newpin > を入力しても、 PIN 1 /円 N 2〕ードの蜜 
夏はできません。 

冉 T + C 円 N ? :現在の要求されているコードを 「+CPIN : < n > J のお式で表示 
n 二 READY :コード人力の要求なし n 二 SIM 円 N :円 M 1 コード入力待ち 

n = SIM 円 N 2 :円 N 2コード入力待ち 

n 二 SIM PUK : PIN 1 □ック解除失敗により PIN □ック解除コード入力待ち 
n 二 SIM PUK 2 : PIN 2 □ック解除失熟により PIN □ック辑除コード入力待ち 

AT + C 円 N 二''日00日''回 

OK 

AT + CR 二く n > 

接觸時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示ずるか設定しまず。 

n =0 :表71^しない（お買い上げ時） n =1 : r+CR : く ser い」のお式で通信の種別を表术 

serv 二 GPRS :パケット通信 serv 二 SYNC :目 4 K データ适信 

serv 二 AV 目 4 K : 64 K テレビ電話 

冉 T + CR ? :現在の設をを表示 AT + CR 二？：設定可能な値のリストを表示 

冉 T + CR 二日回 

OK 

AT + CRC 二 < n > 

着信時に + C 网 NG のリザルトコードを使用寸るか設ちしまず。 

n =0 :使用しない（お買い上げ時） 

n 二1: r + CRIN 6 : く type 〉」 のリザルトコードを使用する 

type 二 GPRS " PPP "..." く冉:パケット通信 type 二 SYNC :目 4 K データ通信 

tyDe = AV 64 K : 64 K テレビ電話 

冉 T + CRC ? :現在の設走を表示 冉 T + CRC 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + CRC = 日回 

OK 

AT + CREG 二く n > 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示ずるか設定しまず。 
n =0 :通知なし（お買い上げ持） 

n 二1:圏内か6圏ホまたは圏外か6圏内へ移動時 「+CREe : < stat > J のお式で通が 
stat =0 :圏外 stat =1 :圏巧 stat =4 :不日月 

stat 二5 :圏内（:国隙□—ミング中） 

冉 T + CREG ? : r + CRE 6 : < n >.< stat > J のお式で現在の設をと状態を表示 
冉 T + CRE 日二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T + CREG 二日回 

OK 

AT+CUSD 二く n >." く str >' 'が 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）の問い台わせや設定を巧いまず。 < str > に 

は、ドコモか6通巧されたサーピスコードを人力しまず。 

n 二日：中菌リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n 二1:中間リザルトを 「+CUSD : く m >. "く str > "，日」のお式で応皆ずる 

m =0 :情報の要求なし m =1 :情報の要求あ U 

冉 T + CUSD ? :現在の設定を表示 AT + CUSD 二？：設を可能な値のリストを表示 

冉 T+CUSD 二日，" 012345678" 
回 

OK 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端末がサポートずる通信種別を設定しまず。 
n =0 :データのみサポート（固定值） 

冉 T + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS 二日 巨] 

OK 

AT +6 CAP 

FOMA 端末でサポートしている冉 T コマンドの範固を 「+ eCAP : く n >」 のお式で表示しまず。 
n 二 +CeSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n 二 +FCLASS : + FCLASS 〕 マンドをサポート n 二 +W : + W 〕 マンドをサポート 

AT+ec 冉尸 g 

+ec 冉 p : + cesM,+FCL 冉 ss . 

+w 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカちを表示しまず。 

AT+GMI 0 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の概種名を表示しまず。 

AT+GMM 回 

FOMA F 日 2 冉 

OK 

AT +6 MR 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

AT+GMR 0 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC 二く n ， m > 

パソコンと FOM 冉端ホ聞の□—カルフ □一 制御ち式を設走しまず。 

n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

日:フ□-制御を巧わない 1: XON / XOFF フ □- 制御を巧う 

2 : RS/CS CRTS / CTS ) フ □- 制御を巧う C お買い上げ時） 

冉 T + IFC ? :現在の設定を表示 AT + IFC 二？：設定可能な值のリストを表示 

AT+IFC 二 2.2 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + WS 46 二く n > & 1 

鶏信骑に使用する無線ネットワークを n の値で表示しまず。 

蛮要はできないので、冉 T + WS 46 二く n > と入力ずると、 ERROR を返します。 
n 二22; F 0 M 冉ネットワーク（固定值） 

冉 T + WS 46? :現在の設走を表示 AT + WS 46 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T¥S 

AT¥S 回 

El QO VI X 4& C 1 & D 2& S 0 
■ • • 冲路） • • -5104=001 
OK 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

冉 T¥V く n > 

AT ¥ V 0 囚 

OK 

接続時の応答コード仕様を設定しまず。 

n =0 : お張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n 二1:拡張リザルトコードを使用ずる 

+++ 

+++ (非表示） 

OK 

通信中に入力ずると.オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧しまず。 
エスケープガード区聞は1秒の固を値でず。 


《1 & W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 & F および Z コマンドによる I 」セツトは行われません。 

《3 & W コマンドを使巧する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

冉 PN び存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■巨 4 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

ネ目手側び通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたび、指定時間巧に応答びありません。 

19 

相手側を呼び出しましたび応答びありません。 

21 

ネ目手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

6己 

提おされていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 



数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセツトされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモじ1外の SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマンドの補足説明 


• く cid > は、 FOM 冉端末内に登録するパケット通信での接続先（冉 PN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
「1〜1日」び登歸できまず。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」（ PPP 接 
続）び、3には m 叩 era U に接続するための冉 PN fmopera.netj ( IP 接続）び登録されています。 

< APN >は接続先をおす接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンドち： + CGDCONT = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 

-書式 

+ C 白 DCONT 二 [< cid > [."< PDP _ TYPE >'' [；< APN >"]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > :1〜10 

< PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :任意 

♦ 実行例 

PPP 接続の rabcj といラ APN 名を登録する場台のコマンド C < cid > 二2の場を） 

冉 T 十 C 白 D 巳 ONT 二 2，|’ PPP ",|’ abc || 回 
0 K 

• パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDCONT 二：すべての < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT 二く cid > :指定したく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + 巳 GDCONT ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGDCONT 二？；設定可能な値の U ストを表おしまず。 

■コマンドを： + CGEQMIN = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 DS (サービス品質）を許容するかの判定基準を設 
定しまず。 

♦ 書式 

AT + 巳白 EQMIN 二 [< cid > [„<Maximum bitrate UL > [.〈Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 10 

<Maximum bitrate UL > :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL > :なし（お買い上げ時）または3648 

《く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （ kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「384」および「3目4引を設定した場合、これらの速度 L ソ下の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 

♦ 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容ずる場合のコマンド （< cicl > 二2の場合） 

AT + C 白 E 曰 MIN 二2回 
OK 

に）上り 384 kb | DS 、 下り3目 48 kbps の速度のみ許容する攝をのコマンド（く cid > 二4の場合） 

AT + C 日 E 日 K / IIN 二4,，384.3目48回 
0 K 

(3) 上り 384 kb | DS 、 下りすベての速度のみ許容ずる場合の コマンド （< cid > 二日の場合） 

AT + C 白 EQVIIN 二日.,384回 

0 K 

(4) 上りすベての速度、下り 3648 klDps の速度のみ許容ずる場合のコマンド （< cid > 二6の場合） 

AT + C 日 E 日 MIN 二6,，,3648回 

0 K 
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• パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGE 日 K / IIN 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT + CGE 日 V 1 IN 二く cid > :指定したく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQV 1 IN ? :現在の設定を表おします。 

AT + CGE 日 V 1 IN 二？：設定可能な値の I 」ストを表おします。 

■ コマンドを： + CGEQREQ = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要まする日 oS (サービス品質）を設定します。 

-書式 

冉 T 十 CGE 曰 REQ 二 [< cid >] 

• パラメータ 説明 

上り64〜384げ阳、下り64〜 3648 klDps の速度で接続を要まするコマンドのみ設定できます。をく cid > 
にはその内容びお買い上げ時に設定されていまず。 

< cid > :1〜10 

♦ 実行例 

(く cid > 二3の場合') 

AT + 巳 GEQREQ 二3回 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGE 日 RE 日二：すべての < cid > をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT 十巳 GE 日 RE 日二く cid > :指定したく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 RE 日？：現在の設定を表示します。 

AT + CGE 日 RE 日二？：設定可能な値のリストを表おします。 




• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二日の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されまず。一 P 3 己 


■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です（通信ネットワークび混雑していま 
す。しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■ J 広張リザルトコード 

• AT & E コマンドが n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

目400日 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

364800 0 bps 
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• AT & E コマンドが n = l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 已 7 目00 

日7600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末ーパソ 
コン間は US 巨ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通イ言で接続（日 C 二 UDI、+C 巨 ST 二11目，1,0) 

3 

AV 64 K 

巨 4 K テレビ電話で接続 

己 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0 が設定されているとを 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の隙に 「 CONNECT 」 のみ表示されます。 

文字表お例 ： ATD * 9目*** 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 9目*** 3# 

1 

ATX 1 が設定されているとを 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了時に、に曰 NNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表おします。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATXI 、 AT ¥ V 1 び設定されている場合 
接続完了時に、次の書式で表示します。 

に ONNECT く FOMA 端末-パソコン間の速度>く通信プロトコル〉く接続先 APN >/く上り方向 
(ド〇[\/1み端末^お線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド01\/1み端末^無線基地局間）の最高速度>」※^ 
文字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /384/3648 

( mopera . net に、上り最大％ 4 kt ) ps 、 下り最大 3648 kbps で接続したことを表しまず。） 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1215 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場を、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびありまず 。 AT 
¥\/0だけでのご利用をおすすめします。 

AT ¥\/1 び設定されている場を、<接続先 APN > し乂降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 


42 





